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序説

著者: Rupali Honrao, Microchip Technology Inc.

この応用記述はtinyAVR® 2系ﾏｲｸﾛ ｺﾝﾄﾛｰﾗで開始する方法を概説します。

tinyAVR® 2系ﾃﾞﾊﾞｲｽ間の違いの更なる情報についてはﾃﾞﾊﾞｲｽのﾃﾞｰﾀｼｰﾄを参照してください。

この文書で提示される要点

・ tinyAVR® 2系ﾏｲｸﾛ ｺﾝﾄﾛｰﾗとﾂｰﾙでの開始に際して

・ ATtiny1627 Curiosity NanoとAtmel Studio 7.0での開始に際して

・ ATtiny1627 Curiosity NanoとMPLAB® Xでの開始に際して

・ Atmel STARTとGitHubでのｺｰﾄﾞ例
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1. 関連ﾃﾞﾊﾞｲｽ
本章はこの文書に関連するﾃﾞﾊﾞｲｽを一覧にします。下図はﾋﾟﾝ数変種とﾒﾓﾘ量で並べて各種系列ﾃﾞﾊﾞｲｽを示します。

・ これらのﾃﾞﾊﾞｲｽがﾋﾟﾝ互換で同じまたはより多くの機能を提供するため、垂直上方移植はｺｰﾄﾞ変更なしで可能です。

・ 左への水平方向移植はﾋﾟﾝ数、従って利用可能な機能を減らします。

・ 異なるﾌﾗｯｼｭ ﾒﾓﾘ量を持つﾃﾞﾊﾞｲｽは一般的に異なるSRAMとEEPROMの量を持ちます。

図1-1. tinyAVR® 2系統概要
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2. ﾃﾞﾊﾞｲｽのﾃﾞｰﾀｼｰﾄ取得

製品頁

・ https://www.microchip.com/wwwproducts/en/ATtiny1624
・ https://www.microchip.com/wwwproducts/en/ATtiny1626
・ https://www.microchip.com/wwwproducts/en/ATtiny1627

文書

・ tinyAVR 2ﾃﾞｰﾀｼｰﾄ (.pdf)
・ tinyAVR 2障害 (.pdf)

tinyAVR® 2系用の文書は次のように2つの文書形式に分けられます。

・ ﾃﾞｰﾀｼｰﾄ(注)  (ﾃﾞﾊﾞｲｽ説明、周辺機能数、ﾋﾟﾝ配置、電気的特性を含む)

・ 障害 (ﾃﾞﾊﾞｲｽに対する既知の障害を含む)

注: 将来製品のﾃﾞﾊﾞｲｽについてはﾃﾞｰﾀｼｰﾄの代わりに製品概説が利用可能です。

3. 関連文書
全ての関連文書は製品頁の文書(Documents)ﾀﾌﾞ下で見つけることができます。

下はtinyAVR® 2系ﾏｲｸﾛ ｺﾝﾄﾛｰﾗに関連する文書の一覧です。

・ 技術概説:

 - 単独動作でのPGA付き12ﾋﾞｯﾄ差動ADCの使い方

 - 連続累積動作でのPGA付き12ﾋﾞｯﾄ差動ADCの使い方

 - 集中累積動作でのPGA付き12ﾋﾞｯﾄ差動ADCの使い方

・ 応用記述:

 - 12ﾋﾞｯﾄADCでの力覚抵抗器の使い方

 - PGA付き12ﾋﾞｯﾄADCでのPIR感知器の使い方

 - AVR®ﾃﾞﾊﾞｲｽでの配列ｷｰﾊﾟｯﾄﾞの使い方

・ 訓練の手引き:

 - tinyAVR 2系ADC実践での開始に際して

https://www.microchip.com/wwwproducts/en/ATtiny1627
https://www.microchip.com/wwwproducts/en/ATtiny1624
https://www.microchip.com/wwwproducts/en/ATtiny1627
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4. ﾂｰﾙ取得
GCCｺﾝﾊﾟｲﾗを使うAtmel Studio 7.0はtinyAVR® 2系統で開始するためのIDEとして使うことができます。

GCCまたはXC8のｺﾝﾊﾟｲﾗを使うMPLAB XはtinyAVR® 2系統で開始するためのIDEとして使うことができます。

4.1. ATtiny1627 Curiosity Nano評価ｷｯﾄ取得

ｳｪﾌﾞ頁 : www.microchip.com/developmenttools/productdetails.aspx?partno=DM080104

ｷｯﾄ取得 : www.microchipdirect.com/ProductSearch.aspx?Keywords=DM080104

資料/ﾌｧｲﾙ

・ ATtiny1627 Curiosity Nano (.pdf)

鍵となる特徴

・ ATtiny1627ﾏｲｸﾛ ｺﾝﾄﾛｰﾗ
・ 1つの黄色の使用者LED
・ 1つの機械的な使用者切替器
・ 32.768kHzｸﾘｽﾀﾙ用実装ﾊﾟﾀｰﾝ
・ 基板上ﾃﾞﾊﾞｯｶﾞ
 - Atmel Studio/Microchip PLAB® Xでの基板識別
 - 1つの緑色の電力と状態のLED
 - 書き込みとﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ
 - 仮想COMﾎﾟｰﾄ (CDC)
 - 2つの論理分析部ﾁｬﾈﾙ (DGI GPIO)
・ USB給電
・ 調整可能な目的対象電圧
 - 基板上ﾃﾞﾊﾞｯｶﾞによって制御されるMIC5353 LDO調整器
 - (USB入力電圧によって制限される)1.8～5.1Vの出力電圧
 - (周囲温度と出力電圧によって制限される)500mA最大出力電流

ATtiny1627 Curiosity Nano使用者の手引きはｷｯﾄの給電方法と、基板部品、拡張ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ、ﾊｰﾄﾞｳｪｱの手引きの詳細な情報を網
羅します。

http://www.microchip.com/developmenttools/productdetails.aspx?partno=DM080104
http://www.microchipdirect.com/ProductSearch.aspx?Keywords=DM080104
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4.2. ATK600ｽﾀｰﾀ ｷｯﾄ取得

図4-1. STK600ｽﾀｰﾀ ｷｯﾄ

表4-1. tinyAVR® 2系用STK600ﾃﾞﾊﾞｲｽ支援

ﾃﾞﾊﾞｲｽ ｿｹｯﾄ ｶｰﾄﾞ配線ｶｰﾄﾞ

ATtiny1624
STK600-RC020T-104 STK600-SOIC

ATtiny1626

ATtiny1627 STK600-RC024T-103 STK600-QFN24

他のﾃﾞﾊﾞｲｽに対する支援についてはhttp://www.microchip.com/STK600_Starter_Kit-Users_Guideを参照してください。

ｳｪﾌﾞ頁 : http://www.microchip.com/ATSTK600

ｷｯﾄ取得 : https://www.microchipdirect.com/product/ATSTK600

資料/ﾌｧｲﾙ

・ STK600使用者の手引き (.pdf)

鍵となる特徴

・ AVR® Studio 4/AVR Studio 5/AVR32 Studio/Atmel Studio 

・ ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞと制御用のPCへのUSBｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ 

・ USBﾊﾞｽまたは外部10～15V DC電源からの給電 

・ 調整可能な目的対象VCC(0～5.5V) 

・ 高い精度を持つ調整可能な2つの基準電圧(0～5.0V、10mV分解能) 

・ Atmel Studioから動作中に調整可能なｸﾛｯｸ発振器(0～50MHz、0.1%分解能) 

・ tinyAVR®とmegaAVR®ﾃﾞﾊﾞｲｽの直列実装書き込み(ISP:In-System Programming) 

・ AVR XMEGA®ﾃﾞﾊﾞｲｽのPDIﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ 

・ megaAVR、AVR XMEGA、AVR UC3ﾃﾞﾊﾞｲｽのJTAGﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ 

・ AVR UC3ﾃﾞﾊﾞｲｽのaWireﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ 

・ 外部目的対象ｼｽﾃﾑ内のAVRﾃﾞﾊﾞｲｽのISPとJTAGのﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ 

・ 全支援ﾃﾞﾊﾞｲｽの容易な装着用の柔軟な配線ｶｰﾄﾞとｿｹｯﾄ ｶｰﾄﾞ ｼｽﾃﾑ

・ 汎用の8つの押釦

・ 汎用の8つのLED 

・ ﾋﾟﾝ ﾍｯﾀﾞ ｺﾈｸﾀを通してAVRの全I/Oﾎﾟｰﾄが容易にｱｸｾｽ可能 

・ ﾌﾟﾗｸﾞｲﾝ単位部と試作領域用の拡張ｺﾈｸﾀ 

・ 不揮発性ﾃﾞｰﾀ用の基板上の4MﾋﾞｯﾄDataflash 

・ USBを持つAVRﾃﾞﾊﾞｲｽ用のUSBﾐﾆAB(On-The-Go)ｺﾈｸﾀ 

・ RS232ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ用の物理層(PHY)とDSUB-9ﾋﾟﾝ ｺﾈｸﾀ 

・ CANﾊﾞｽ用の物理層(PHY)とDSUB-9ﾋﾟﾝ ｺﾈｸﾀ 

・ LINﾊﾞｽ用の物理層(PHY)とﾍｯﾀﾞ 

・ ATmega2560 AVRﾏｲｸﾛ ｺﾝﾄﾛｰﾗを持つﾃﾞﾊﾞｲｽ基板を内包

STK600使用者の手引きはｷｯﾄの給電方法を記述し、基板部品、拡張ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ、ﾊｰﾄﾞｳｪｱ説明について詳細な情報を含みます。

http://www.microchip.com/webdoc/GUID-EE00BF20-2F37-4A8A-B685-B91173F8915D/index.html?GUID-C131974D-3ED4-4AB4-B803-B0D718D0D17F
http://www.microchip.com/DevelopmentTools/ProductDetails.aspx?PartNO=ATSTK600
http://www.microchip.com/developmenttools/ProductDetails.aspx?PartNO=ATSTK600-RC104
http://www.microchip.com/developmenttools/ProductDetails.aspx?PartNO=ATSTK600-RC103
http://www.microchip.com/developmenttools/productdetails.aspx?partno=atstk600-sc11
http://www.microchip.com/developmenttools/productdetails.aspx?partno=atstk600-sc62
http://www.microchip.com/webdoc/GUID-EE00BF20-2F37-4A8A-B685-B91173F8915D/index.html?GUID-C131974D-3ED4-4AB4-B803-B0D718D0D17F
https://www.microchipdirect.com/product/ATSTK600
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4.3. Atmel STARTからｺｰﾄﾞ例取得

ｺｰﾄﾞ例は画像使用者ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ(GUI)を通して応用ｺｰﾄﾞの構成設定を許すｳｪﾌﾞに基づくAtmel STARTを通して利用可能です。ｺｰ
ﾄﾞは下の直接ｺｰﾄﾞ例ﾘﾝｸまたはAtmel START先頭頁のBROWSE EXAMPLES(例検索)釦経由でAtmel Studio/MPLAB XとIAR Embe 
dded Workbench®用をﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞすることができます。

Atmel STARTｳｪﾌﾞ ﾍﾟｰｼﾞ : Atmel START

ｺｰﾄﾞ例

tinyAVR 2系統でのﾃﾞﾊﾞｲｽ用ｺｰﾄﾞ例を見つけるのはAtmel START例閲覧部でﾃﾞﾊﾞｲｽ名(例えば、ATtiny1627)に対して検索すること
によって行うことができます。

例ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄについての詳細と情報に関してはAtmel STARTでUser guide(使用者の手引き)をｸﾘｯｸしてください。User guide釦はAtm 
el STARTﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ構成設定部内の一覧画面でﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ名をｸﾘｯｸすることにより、例閲覧部で見つけることができます。

Atmel Studio

DOWNLOAD SELECTED EXAMPLE(選んだ例をﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞ)をｸﾘｯｸすることにより、Atmel STARTで例閲覧部からAtmel Studio用.at 
zipﾌｧｲﾙとしてｺｰﾄﾞをﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞしてください。Atmel START内からﾌｧｲﾙをﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞするには、EXPORT PROJECT(ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄをｴｸｽ
ﾎﾟｰﾄ)に続いてDOWNLOAD PACK(一括ﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞ)をｸﾘｯｸしてください。

ﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞした.atzipﾌｧｲﾙをﾀﾞﾌﾞﾙｸﾘｯｸしてください。ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄがAtmel Studio 7.0にｲﾝﾎﾟｰﾄされます。

MPLAB X

EXPORT PROJECT(ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄをｴｸｽﾎﾟｰﾄ)に続いてDOWNLOAD PACK(一括ﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞ)をｸﾘｯｸすることによってAtmel START内か
らMPLAB X IDE用.atzipﾌｧｲﾙとしてｺｰﾄﾞをﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞしてください。

MPLAB XでAtmel START例を開くにはMPLAB XでﾒﾆｭｰからFile(ﾌｧｲﾙ)⇒Import(ｲﾝﾎﾟｰﾄ)⇒START MPLAB Project(START MPL 
ABﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ)を選んで.atzipﾌｧｲﾙに誘導してください。

IAR Embedded Workbench

IAR Embedded Workbenchでﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄをｲﾝﾎﾟｰﾄする方法の情報についてはAtmel START使用者の手引きを開き、Using Atmel Star 
t Output in External Tools(外部ﾂｰﾙでAtmel START使用)とIAR Embedded Workbenchを選んでください。Atmel START使用者の
手引きへのﾘﾝｸは共に頁の右上隅に置かれたAtmel START先頭頁からHelp(手助け)またはﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ形態設定部内のHelp And Sup 
port(手助けと支援)をｸﾘｯｸすることによって見つけることができます。

4.4. GitHubからｺｰﾄﾞ例取得

ｺｰﾄﾞ例は画像使用者ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ(GUI)を通して応用ｺｰﾄﾞを提供するｳｪﾌﾞに基づくｻｰﾊﾞであるGitHubを通して入手可能です。ｺｰﾄﾞ
例はAtmel StudioとMPLAB Xの両方で開くことができます。MPLAB XでAtmel Studioﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄを開くにはMPLAB XでﾒﾆｭｰからFile
(ﾌｧｲﾙ)⇒Import(ｲﾝﾎﾟｰﾄ)⇒Atmel Studio Project(Atmel Studioﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ)を選んで.cprojﾌｧｲﾙに誘導してください。

GitHubｳｪﾌﾞ頁 : GitHub

ｺｰﾄﾞ例

tyniAVR 2系統のﾃﾞﾊﾞｲｽ用ｺｰﾄﾞを見つけるのはGitHub閲覧部でﾃﾞﾊﾞｲｽ名(例えば、ATtiny1627)に対して検索することによって行うこ
とができます。

GitHubでｺｰﾄﾞ例を見てください。
貯蔵庫を閲覧するにはｸﾘｯｸしてください。

Clone(複製)またはdownload(ﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞ)釦をｸﾘｯｸすることによってGitHub上の例頁から.zipﾌｧｲﾙとしてｺｰﾄﾞをﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞしてください。

4.5. Atmel Studio 7.0取得

ｳｪﾌﾞ頁 : www.microchip.com/development-tools/atmel-studio-7

資料/ﾌｧｲﾙ

・ Atmel Studio 7.0ｲﾝｽﾄｰﾗ (.exe)

Atmel Studio 7.0またはそれ以降はtinyAVR® 2系統に対するﾌｧｰﾑｳｪｱの開発とﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ用の望ましいIDEです。

ﾃﾞﾊﾞｲｽ支援については「4.8. Atmel Studio用ﾃﾞﾊﾞｲｽ支援取得」を参照してください。

4.6. MPLAB® X取得

ｳｪﾌﾞ頁 : MPLAB® X IDE

資料/ﾌｧｲﾙ

・ MPLAB X

MPLAB XはtinyAVR® 2系統用ﾌｧｰﾑｳｪｱの開発とﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ用IDEとして利用することができます。

ﾃﾞﾊﾞｲｽ支援については「4.9. MPLAB用ﾃﾞﾊﾞｲｽ支援取得」を参照してください。

https://github.com/
https://github.com/search?q=attiny1627+user:microchiptech+user:microchip-pic-avr-examples&type=Repositories
https://www.microchip.com/development-tools/atmel-studio-7
https://www.microchip.com/mplab/mplab-x-ide
https://www.microchip.com/start
http://ww1.microchip.com/downloads/en/DeviceDoc/Atmel-START-User-Guide-DS50002793A.pdf
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4.7. AVR®用IAR Embedded Workbench®取得

ｳｪﾌﾞ頁 : https://www.iar.com/iar-embedded-workbench/#!?architecture=AVR

資料/ﾌｧｲﾙ : AVR®用IAR Embedded Workbenchｲﾝｽﾄｰﾗ

4.8. Atmel Studio用ﾃﾞﾊﾞｲｽ支援取得

Atmel Studio : Atmel Studioでの新ﾃﾞﾊﾞｲｽに対する支援はTools(ﾂｰﾙ)⇒Device Pack Manager(ﾃﾞﾊﾞｲｽ一括管理部)下で見つかるDe 
vice Pack Manager(ﾃﾞﾊﾞｲｽ一括管理部)を使うことによって追加することができます。

tinyAVR® 2系統については、以下の手順を実行することによって最新版へ更新してください。

 1. Check for Update(更新を調査)をｸﾘｯｸしてください。

 2. tinyAVR® 2系統については、ATtiny_DFPの利用可能な最新版を選んでください。

 3. Install(ｲﾝｽﾄｰﾙ)をｸﾘｯｸしてください。

ｵﾌﾗｲﾝ ｲﾝｽﾄｰﾗについてはpacks.download.atmel.com/へ行ってください。一括をｲﾝｽﾄｰﾙするにはｲﾝｽﾄｰﾗ ﾌｧｲﾙをﾀﾞﾌﾞﾙ ｸﾘｯｸして
指示に従ってください。このｲﾝｽﾄｰﾙが効力を発揮するには開いたどのAtmel Studioｳｨﾝﾄﾞｳも閉じられなければなりません。

IAR™ : IAR Embedded Workbenchでの新ﾃﾞﾊﾞｲｽに対する支援は最新のｻｰﾋﾞｽ ﾊﾟｯｸをｲﾝｽﾄｰﾙすることによって追加することができま
す。ｻｰﾋﾞｽ ﾊﾟｯｸはhttps://iar.comのMy Pagesで入手可能です。

4.9. MPLAB® X用ﾃﾞﾊﾞｲｽ支援取得

MPLAB X : MPLAB Xでの新ﾃﾞﾊﾞｲｽに対する支援はTools(ﾂｰﾙ)⇒Packs(一括)下で見つかるMPLAB Pack Manager(MPLAB一括管
理部)を使うことによって追加することができます。

tinyAVR® 2系統については、以下の手順を実行することによって最新版へ更新してください。

 1. Check for Update(更新を調査)をｸﾘｯｸしてください。

 2. tinyAVR® 2系統については、ATtiny_DFPの利用可能な最新版を選んでください。

 3. Install(ｲﾝｽﾄｰﾙ)をｸﾘｯｸしてください。

ｵﾌﾗｲﾝ ｲﾝｽﾄｰﾗについてはpacks.download.microchip.com/へ行ってください。一括をｲﾝｽﾄｰﾙするにはｲﾝｽﾄｰﾗ ﾌｧｲﾙをﾀﾞﾌﾞﾙ ｸﾘｯｸ
して指示に従ってください。このｲﾝｽﾄｰﾙが効力を発揮するには開いたどのMPLAB Xｳｨﾝﾄﾞｳも閉じられなければなりません。

5. Atmel Studio使用者の開始に際して

5.1. ATtiny1627 Curiosity NanoでのAtmel Studio

事前必要条件

・ ｲﾝｽﾄｰﾙされたAtmel Studio 7.0.2397またはそれ以降版

・ 組み込みﾃﾞﾊﾞｯｶﾞに接続される基板上のUSBｺﾈｸﾀ経由でAtmel Studio 7.0に接続されたATtiny1627 Curiosity Nano基板。ｷｯﾄは
USBによって給電され、組み込みﾃﾞﾊﾞｯｶﾞはUSB経由での書き込みとﾃﾞﾊﾞｯｸﾞを許します。

作業の流れ

 1. Atmel Studio 7.0を開始してください。

 2. ATtiny1627 Curiosity NanoがAtmel Studio 7.0
に接続される時に右に示される頁が現れます。

図5-1. ATmel StudioでのATtiny1627 Curisoty Nano頁

https://packs.download.atmel.com/
https://www.iar.com/
https://packs.download.microchip.com/
https://www.iar.com/iar-embedded-workbench/#!?architecture=AVR
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 3. 図5-2.で示されるように、New(新規)⇒Project...(ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ)をｸﾘｯｸするか、またはCtrl+Shift+Nｼｮｰﾄｶｯﾄを用いることによって新し
いﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄの作成を開始してください。

図5-2. Atmel Studioでの新規ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ作成

 4. 図5-3.で示されるように、GCC C Executable Project(GCC C実行可能ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ)を選び、解決策とﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄの名前(Solution nam 
e(解決策名)とName(ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ名))を(例えば、GETTING_STARTEDとLED_TOGGLEと)入力してOKをｸﾘｯｸしてください。

図5-3. 新規ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ ｳｨｻﾞｰﾄﾞ
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 5. 図5-4.でATtiny1627を選び、OKをｸﾘｯｸしてください。

図5-4. ﾃﾞﾊﾞｲｽ選択ｳｨｻﾞｰﾄﾞ

それに関連したmain.cﾌｧｲﾙを持つ新規ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄがAtmel Studioで生成されます。

 6. 以下のｺｰﾄﾞ断片でmain.cﾌｧｲﾙを置き換えてください。

int main (void)
{
 /* SW0を入力として構成設定 */
 PORTC.DIRCLR = PIN4_bm;
 /* SW0に対して内部ﾌﾟﾙｱｯﾌﾟを許可 */
 PORTC.PIN4CTRL |= PORT_PULLUPEN_bm;
 /* LED0ﾋﾟﾝを出力として構成設定 */
 PORTB.DIRSET = PIN7_bm;

 while (1)
 {
  /* SW0の状態調査 */
  /* 0: 押下 */
  if (!(PORTC.IN & (PIN4_bm)))
  {
   /* LED0をON */
   PORTB.OUTSET = PIN7_bm;
  }
  /* 1: 開放 */
  else
  {
   /* LED0をOFF */
   PORTB.OUTCLR = PIN7_bm;
  }
 }
}
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ｺｰﾄﾞ ｴﾃﾞｨﾀではｺｰﾄﾞが図5-5.で示されるように現れるでしょう。

図5-5. ｺｰﾄﾞ ｴﾃﾞｨﾀ ｳｨﾝﾄﾞｳ

 7. Project(ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ)⇒Properties(特性)をｸﾘｯｸするか、またはAlt+F7ｼｮｰﾄｶｯﾄを使うことによってﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ特性を開いてください。

 8. ﾂｰﾙ ｳｨﾝﾄﾞｳで(図5-6.をご覧ください。)、Selected debugger/programmer(選ばれたﾃﾞﾊﾞｯｶﾞ/書き込み器)をnEDBGに、Interface(ｲ
ﾝﾀｰﾌｪｰｽ)をUPDIに設定してください。

図5-6. ATtiny1627用のﾃﾞﾊﾞｯｶﾞとｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ
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 9. Build(構築)⇒Build Solution(解決策を構築)をｸﾘｯｸするか、またはF7ｼｮｰﾄｶｯﾄを使うことによってﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄを構築してください。

10. ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄのｺｰﾄﾞをATtiny1627に書き込んでDebug(ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ)⇒Start debugging and break(ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ開始と中断)をｸﾘｯｸするか、また
はAlt+F5ｼｮｰﾄｶｯﾄを使うことによってﾃﾞﾊﾞｯｸﾞを開始してしてください。応用がﾃﾞﾊﾞｲｽに書かれてﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ実行がmain()関数で中断
するでしょう。

11. Debug(ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ)⇒Countinue(継続)をｸﾘｯｸするか、またはF5ｼｮｰﾄｶｯﾄを使うことによってｺｰﾄﾞを走らせてください。

12. ATtiny1627 Curiosity Nano上でSW0が押される時にLED0が点灯することを確認してください。

5.2. STK600でのAtmel Studio

事前必要条件

・ ｲﾝｽﾄｰﾙされたAtmel Studio 7.0.2397またはそれ以降版

・ 基板上のUSBｺﾈｸﾀ経由でAtmel Studio 7.0に接続されたSTK600基板

作業の流れ

 1. Atmel Studio 7.0を開始してください。

 2. 下図で示されるように、New(新規)⇒Project...(ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ)をｸﾘｯｸするか、またはCtrl+Shift+Nｼｮｰﾄｶｯﾄを用いることによって新しい
ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄの作成を開始してください。

図5-7. Atmel Studioでの新規ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ作成

 3. 下図で示されるように、GCC C Executable Project(GCC C実行可能ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ)を選び、解決策とﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄの名前(Solution name
(解決策名)とName(ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ名))を(例えば、GETTING_STARTEDとLED_TOGGLEと)入力してOKをｸﾘｯｸしてください。

図5-8. 新規ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ ｳｨｻﾞｰﾄﾞ
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 4. 下図で示されるようにﾃﾞﾊﾞｲｽ選択ｳｨｻﾞｰﾄﾞでATtiny1627を選び、OKをｸﾘｯｸしてください。

図5-9. ﾃﾞﾊﾞｲｽ選択ｳｨｻﾞｰﾄﾞ

それに関連したmain.cﾌｧｲﾙを持つ新規ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄがAtmel Studioで生成されます。

 5. 以下のｺｰﾄﾞ断片でmain.cﾌｧｲﾙを置き換えてください。

int main (void)
{
 /* STK600はｹｰﾌﾞﾙを使ってどれかの入出力ﾋﾟﾝに接続できる8つの使用者釦と8つの使用者LEDを持ちます。 */
 /* PB0を入力として構成設定 (ｹｰﾌﾞﾙを使ってSW0をPB0に接続するのを忘れないでください。) */
 PORTB.DIRCLR = PIN0_bm;

 /* PB1を出力として構成設定 (ｹｰﾌﾞﾙを使ってLED0をPB1に接続するのを忘れないでください。) */
 PORTB.DIRSET = PIN1_bm;

 while (1)
 {
  /* SW0の状態調査 */
  /* 0: 押下 */
  if (!(PORTB.IN & (PIN0_bm)))
  {
   /* LED0をON */
   PORTB.OUTCLR = PIN1_bm;
  }
  /* 1: 開放 */
  else
  {
   /* LED0をOFF */
   PORTB.OUTSET = PIN1_bm;
  }
 }
}
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ｺｰﾄﾞ ｴﾃﾞｨﾀではｺｰﾄﾞが下図で示されるように現れるでしょう。

図5-10. ｺｰﾄﾞ ｴﾃﾞｨﾀ ｳｨﾝﾄﾞｳ

 6. Project(ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ)⇒Properties(特性)をｸﾘｯｸするか、またはAlt+F7ｼｮｰﾄｶｯﾄを使うことによってﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ特性を開いてください。

 7. ﾂｰﾙ ｳｨﾝﾄﾞｳ(下図)で、Selected debugger/programmer(選ばれたﾃﾞﾊﾞｯｶﾞ/書き込み器)をSTK600、Interface(ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ)をUPDI
に設定してください。

図5-11. ATtiny1627用のﾃﾞﾊﾞｯｶﾞとｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ
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 8. Build(構築)⇒Build Solution(解決策を構築)をｸﾘｯｸするか、またはF7ｼｮｰﾄｶｯﾄを使うことによってﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄを構築してください。

 9. 下図で示されるように、ISP/PDIﾍｯﾀﾞ間にｹｰﾌﾞﾙを接続することによってSTK600上の組み込みﾃﾞﾊﾞｯｶﾞをATtiny1627に接続してく
ださい。

図5-12. STK600でのUPDI接続

10. ｹｰﾌﾞﾙを使ってPC4をSW0に、PB7をLED0に接続してください。

11. ｺｰﾄﾞをSTK600に設定して(書いて)Debug(ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ)⇒Start debugging and break(ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ開始と中断)をｸﾘｯｸするか、またはAlt+F5
ｼｮｰﾄｶｯﾄを使うことによってﾃﾞﾊﾞｯｸﾞを開始してしてください。応用がﾃﾞﾊﾞｲｽに書かれてﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ実行がmainで中断するでしょう。

12. Debug(ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ)⇒Countinue(継続)をｸﾘｯｸするか、またはF5ｼｮｰﾄｶｯﾄを使うことによってｺｰﾄﾞを走らせてください。

13. STK600上でSW0が押される時にLED0が点灯することを確認してください。

6. MPLAB® X使用者の開始に際して

6.1. ATtiny1627 Curiosity NanoでのMPLAB® X

事前必要条件

・ ｲﾝｽﾄｰﾙされたMPLAB X

・ 組み込みﾃﾞﾊﾞｯｶﾞに接続される基板上のUSBｺﾈｸﾀ経由でMPLAB Xに接続されたATtiny1627 Curiosity Nano基板。ｷｯﾄはUSBに
よって給電され、組み込みﾃﾞﾊﾞｯｶﾞはUSB経由での書き込みとﾃﾞﾊﾞｯｸﾞを許します。

作業の流れ

 1. MPLAB Xを開始してください。

 2. 図6-1.で示される頁はATtiny1627 Curiosity Nanoが
MPLAB Xに接続される時に現れます。

図6-1. MPLAB® XでのATtiny1627 Curiosity Nano頁
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 3. 図6-2.で示されるように、File(ﾌｧｲﾙ)⇒New Project...(新規ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ)をｸﾘｯｸするか、またはCtrl+Shift+Nｼｮｰﾄｶｯﾄを使うことによっ
て新しいﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄの作成を開始してください。

図6-2. MPLAB® Xでの新規ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ作成

 4. 図6-3.からCategories(区分)でMicrochip Embedded(Microchip組み込み)を、Projects(ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ)でStandalone Project(独立型ﾌﾟﾛ
ｼﾞｪｸﾄ)雛形を選んでNext(次へ)をｸﾘｯｸしてください。

図6-3. 新規ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ ｳｨﾝﾄﾞｳ
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 5. 図6-4.でATを選び、Next(次へ)をｸﾘｯｸしてください。

図6-4. ﾃﾞﾊﾞｲｽ選択ｳｨﾝﾄﾞｳ

もしあるなら、その後に基板と望むｺﾝﾊﾟｲﾗを選んでください。

 6. Project Name(ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ名)(例えば、LED_TOGLE)とProject Location(ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ位置)(例えば、C\microchip)を入力してFinish(終
了)をｸﾘｯｸしてください。

図6-5. ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ名と位置選択ｳｨﾝﾄﾞｳ
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 7. 図6-6.で示されるように、File(ﾌｧｲﾙ)⇒New File...(新規ﾌｧｲﾙ)をｸﾘｯｸするか、またはCtrl+Nｼｮ-ﾄｶｯﾄを使うことによってmain.cﾌｧｲ
ﾙを作成してください。

図6-6. MPLAB® Xで新規ﾌｧｲﾙ作成

 8. 図6-7.でCategories(区分)でCを、File Types(ﾌｧｲﾙ形式)でC Main File(C主ﾌｧｲﾙ)を選び、Next(次へ)をｸﾘｯｸしてください。

図6-7. 新規ﾌｧｲﾙ ｳｨﾝﾄﾞｳ
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 9. ﾌｧｲﾙ名(例えば、main)を入力してFinish(終了)をｸﾘｯｸしてください。

図6-8. ﾌｧｲﾙ名ｳｨﾝﾄﾞｳ

10. 以下のｺｰﾄﾞ断片でmain.cﾌｧｲﾙを置き換えてください。

int main (void)
{
 /* SW0を入力として構成設定 */
 PORTC.DIRCLR = PIN4_bm;
 /* SW0に対して内部ﾌﾟﾙｱｯﾌﾟを許可 */
 PORTC.PIN4CTRL |= PORT_PULLUPEN_bm;
 /* LED0ﾋﾟﾝを出力として構成設定 */
 PORTB.DIRSET = PIN7_bm;

 while (1)
 {
  /* SW0の状態調査 */
  /* 0: 押下 */
  if (!(PORTC.IN & (PIN4_bm)))
  {
   /* LED0をON */
   PORTB.OUTSET = PIN7_bm;
  }
  /* 1: 開放 */
  else
  {
   /* LED0をOFF */
   PORTB.OUTCLR = PIN7_bm;
  }
 }
}
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main.cで#include<avr/io.h>を追加してください。ｺｰﾄﾞ ｴﾃﾞｨﾀでは図6-9.で示されるようにｺｰﾄﾞが現れるでしょう。

図6-9. ｺｰﾄﾞ ｴﾃﾞｨﾀ ｳｨﾝﾄﾞｳ

11. Production(製作)⇒Clean and Build Main Project(解消して主ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄを構築)をｸﾘｯｸするか、またはShift+F11ｼｮｰﾄｶｯﾄを使うこと
によってｺｰﾄﾞを構築してください。

12. ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄのｺｰﾄﾞをATtiny1627に書き込んでDebug(ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ)⇒Debugging Main Project(主ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ)をｸﾘｯｸすることによっ
てﾃﾞﾊﾞｯｸﾞを開始してしてください。

13. ATtiny1627 Curiosity Nano上でSW0が押される時にLED0が点灯することを確認してください。

7. 次は何?
関連するAVR製品とIDEの更なる情報については下のﾘﾝｸを参照してください。

ｿﾌﾄｳｪｱ:

・ Atmel Studio : www.microchip.com/avr-support/atmel-studio-7

・ Atmel Studioﾍﾙﾌﾟ : “Help(ﾍﾙﾌﾟ)⇒View Help(ﾍﾙﾌﾟ表示)” (ｼｮｰﾄｶｯﾄ”Ctrl+F1”)

・ Atmel展示室 : gallery.microchip.com/

・ MPLAB X : https://www.microchip.com/mplab/mplab-x-ide

・ AVR用IAR Embedded Workbench : www.iar.com/iar-embedded-workbench/#!?architecture=AVR

ﾌｧｰﾑｳｪｱ:

・ Atmel START資料 : http://start.atmel.com

・ Atmel START例 : microchip.com/start/#examples

・ GitHub例 : https://github.com/search?q=microchip-pic-avr-examples%2F

ﾊｰﾄﾞｳｪｱ:

・ AVR042:AVR®ﾏｲｸﾛ ｺﾝﾄﾛｰﾗ ﾊｰﾄﾞｳｪｱ設計の考察 : ww1.microchip.com/downloads/en/appnotes/atmel-2521-avr-hardware-de 
sign-considerations_applicationnote_avr042.pdf

・ AVR IBISﾌｧｲﾙ : www.microchip.com/doclisting/TechDoc.aspx?type=IBIS

・ AVR BDSLﾌｧｲﾙ : www.microchip.com/doclisting/TechDoc.aspx?type=BSDL

推奨される書き込み/ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ ﾂｰﾙ:

・ Atmel-ICE:
 - 資料 : http://www.microchip.com/Atmel-ICE_Debugger_User_Guide
 - 購入 : https://www.microchip.com/Development-Tools/atatmel-ice

http://www.microchip.com/avr-support/atmel-studio-7
https://gallery.microchip.com/
https://www.microchip.com/mplab/mplab-x-ide
https://www.iar.com/iar-embedded-workbench/#!?architecture=AVR
http://start.atmel.com/
http://microchip.com/start/#examples
https://github.com/search?q=microchip-pic-avr-examples%2F
http://ww1.microchip.com/downloads/en/appnotes/atmel-2521-avr-hardware-design-considerations_applicationnote_avr042.pdf
http://ww1.microchip.com/downloads/en/appnotes/atmel-2521-avr-hardware-design-considerations_applicationnote_avr042.pdf
http://www.microchip.com/doclisting/TechDoc.aspx?type=IBIS
http://www.microchip.com/doclisting/TechDoc.aspx?type=BSDL
http://www.microchip.com/mymicrochip/filehandler.aspx?ddocname=en604412
https://www.microchip.com/Development-Tools/atatmel-ice
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・ Power Debugger:
 - 資料 : http://www.microchip.com/42696D_Power_Debugger_User_Guide
 - 購入 : https://www.microchip.com/Development-Tools/atpowerdebugger

・ MPLAB Snap:
 - www.microchip.com/developmenttools/ProductDetails/PartNO/PG164100

・ MPLAB PICkit4:
 - www.microchip.com/developmenttools/ProductDetails/PG164140

その他:

・ AVR Freaks® : www.avrfreaks.net/

・ 応用記述 : www.microchip.com/paramChartSearch/chart.aspx?branchID=30047、望むﾃﾞﾊﾞｲｽを選んで製品頁に行ってください。
関連する全ての応用記述はdocuments(資料)ﾀﾌﾞ下で見つけることができます。

・ AVR製品選択部 : www.microchip.com/paramChartSearch/chart.aspx?branchID=30047

・ 様々な製品に関するより多くの技術資料 : https://www.microchip.com/webdoc

・ Micrchip技術支援 : www.microchip.com/support/hottopics.aspx

8. 改訂履歴

文書改訂 日付 注釈

A 2020年7月 初版文書公開

http://www.avrfreaks.net/
http://www.microchip.com/paramChartSearch/chart.aspx?branchID=30047
https://www.microchip.com/webdoc
http://www.microchip.com/support/hottopics.aspx
http://www.microchip.com/paramChartSearch/chart.aspx?branchID=30047
http://www.microchip.com/mymicrochip/filehandler.aspx?ddocname=en604415
https://www.microchip.com/Development-Tools/atpowerdebugger
https://www.microchip.com/developmenttools/ProductDetails/PartNO/PG164100
https://www.microchip.com/developmenttools/ProductDetails/PG164140
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Microchipｳｪﾌﾞ ｻｲﾄ

Microchipはwww.microchip.com/で当社のｳｪﾌﾞ ｻｲﾄ経由でのｵﾝﾗｲﾝ支援を提供します。このｳｪﾌﾞ ｻｲﾄはお客様がﾌｧｲﾙや情報を容
易に利用可能にするのに使われます。利用可能な情報のいくつかは以下を含みます。

・ 製品支援 - ﾃﾞｰﾀｼｰﾄと障害情報、応用記述と試供ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ、設計資源、使用者の手引きとﾊｰﾄﾞｳｪｱ支援資料、最新ｿﾌﾄｳｪｱ配布と
保管されたｿﾌﾄｳｪｱ

・ 全般的な技術支援 - 良くある質問(FAQ)、技術支援要求、ｵﾝﾗｲﾝ検討ｸﾞﾙｰﾌﾟ、Microchip設計協力課程会員一覧

・ Microshipの事業 - 製品選択器と注文の手引き、最新Microchip報道発表、ｾﾐﾅｰとｲﾍﾞﾝﾄの一覧、Microchip営業所の一覧、代理
店と代表する工場

製品変更通知ｻｰﾋﾞｽ

Microchipの製品変更通知ｻｰﾋﾞｽはMicrochip製品を最新に保つのに役立ちます。加入者は指定した製品系統や興味のある開発ﾂｰ
ﾙに関連する変更、更新、改訂、障害情報がある場合に必ず電子ﾒｰﾙ通知を受け取ります。

登録するにはwww.microchip.com/pcnへ行って登録指示に従ってください。

お客様支援

Microchip製品の使用者は以下のいくつかのﾁｬﾈﾙを通して支援を受け取ることができます。

・ 代理店または販売会社
・ 最寄りの営業所
・ 組み込み解決技術者(ESE:Embedded Solutions Engineer)
・ 技術支援

お客様は支援に関してこれらの代理店、販売会社、またはESEに連絡を取るべきです。最寄りの営業所もお客様の手助けに利用で
きます。営業所と位置の一覧はこの資料の後ろに含まれます。

技術支援はwww.microchip.com/supportでのｳｪﾌﾞ ｻｲﾄを通して利用できます。

Microchipﾃﾞﾊﾞｲｽ ｺｰﾄﾞ保護機能

Microchipﾃﾞﾊﾞｲｽでの以下のｺｰﾄﾞ保護機能の詳細に注意してください。

・ Microchip製品はそれら特定のMicrochipﾃﾞｰﾀｼｰﾄに含まれる仕様に合致します。

・ Microchipは意図した方法と通常条件下で使われる時に、その製品系統が今日の市場でその種類の最も安全な系統の1つである
と考えます。

・ ｺｰﾄﾞ保護機能を破るのに使われる不正でおそらく違法な方法があります。当社の知る限りこれらの方法の全てはMicrochipのﾃﾞｰﾀ
ｼｰﾄに含まれた動作仕様外の方法でMicrochip製品を使うことが必要です。おそらく、それを行う人は知的財産の窃盗に関与して
います。

・ Microchipはそれらのｺｰﾄﾞの完全性について心配されているお客様と共に働きたいと思います。

・ Microchipや他のどの半導体製造業者もそれらのｺｰﾄﾞの安全を保証することはできません。ｺｰﾄﾞ保護は当社が製品を”破ることがで
きない”として保証すると言うことを意味しません。

ｺｰﾄﾞ保護は常に進化しています。Microchipは当社製品のｺｰﾄﾞ保護機能を継続的に改善することを約束します。Microchipのｺｰﾄﾞ保
護機能を破る試みはﾃﾞｼﾞﾀﾙ ﾐﾚﾆｱﾑ著作権法に違反するかもしれません。そのような行為があなたのｿﾌﾄｳｪｱや他の著作物に不正な
ｱｸｾｽを許す場合、その法律下の救済のために訴権を持つかもしれません。

法的通知

ﾃﾞﾊﾞｲｽ応用などに関してこの刊行物に含まれる情報は皆さまの便宜のためにだけ提供され、更新によって取り換えられるかもしれま
せん。皆さまの応用が皆さまの仕様に合致するのを保証するのは皆さまの責任です。Microchipはその条件、品質、性能、商品性、
目的適合性を含め、明示的にも黙示的にもその情報に関連して書面または表記された書面または黙示の如何なる表明や保証もし
ません。Microchipはこの情報とそれの使用から生じる全責任を否認します。生命維持や安全応用でのMicrochipﾃﾞﾊﾞｲｽの使用は完
全に購入者の危険性で、購入者はそのような使用に起因する全ての損害、請求、訴訟、費用からMicrochipを擁護し、補償し、免責
にすることに同意します。他に言及されない限り、Microchipのどの知的財産権下でも暗黙的または違う方法で許認可は譲渡されま
せん。

http://www.microchip.com/
http://www.microchip.com/pcn
http://www.microchip.com/support
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商標

Microchipの名前とﾛｺﾞ、Mcicrochipﾛｺﾞ、Adaptec、AnyRate、AVR、AVRﾛｺﾞ、AVR Freaks、BesTime、BitCloud、chipKIT、chipKITﾛ
ｺﾞ、CryptoMemory、CryptoRF、dsPIC、FlashFlex、flexPWR、HELDO、IGLOO、JukeBlox、KeeLoq、Kleer、LANCheck、LinkMD、
maXStylus、maXTouch、MediaLB、megaAVR、Microsemi、Microsemiﾛｺﾞ、MOST、MOSTﾛｺﾞ、MPLAB、OptoLyzer、PackeTime、PI 
C、picoPower、PICSTART、PIC32ﾛｺﾞ、PolarFire、Prochip Designer、QTouch、SAM-BA、SenGenuity、SpyNIC、SST、SSTﾛｺﾞ、Super 
Flash、Symmetricom、SyncServer、Tachyon、TempTracker、TimeSource、tinyAVR、UNI/O、Vectron、XMEGAは米国と他の国に於
けるMicrochip Technology Incor poratedの登録商標です。

APT、ClockWorks、The Embedded Control Solutions Company、EtherSynch、FlashTec、Hyper Speed Control、HyperLight Load、
IntelliMOS、Libero、motorBench、mTouch、Powermite 3、Precision Edge、ProASIC、ProASIC Plus、ProASIC Plusﾛｺﾞ、Quiet-Wire、
SmartFusion、SyncWorld、Temux、TimeCesium、TimeHub、TimePictra、TimeProvider、Vite、WinPath、ZLは米国に於けるMicrochip 
Technology Incorporatedの登録商標です。

Adjacent Key Suppression、AKS、Analog-for-the-Digital Age、Any Capacitor、AnyIn、AnyOut、BlueSky、BodyCom、CodeGuard、
CryptoAuthentication、CryptoCompanion、CryptoController、dsPICDEM、dsPICDEM.net、Dynamic Average Matching、DAM、EC 
AN、EtherGREEN、In-Circuit Serial Programming、ICSP、INICnet、Inter-Chip Connectivity、JitterBlocker、KleerNet、KleerNetﾛ
ｺﾞ、memBrain、Mindi、MiWi、MPASM、MPF、MPLAB Certifiedﾛｺﾞ、MPLAB、MPLINK、MultiTRAK、NetDetach、Omniscient Code 
Generation、PICDEM、PICDEM.net、PICkit、PICtail、PowerSmart、PureSilicon、QMatrix、REALICE、Ripple Blocker、SAM-ICE、Se 
rial Quad I/O、SMART-I.S.、SQI、SuperSwitcher、SuperSwitcher II、Total Endurance、TSHARC、USBCheck、VariSense、View Sens 
e、WiperLock、Wireless DNA、ZENAは米国と他の国に於けるMicrochip Technology Incorporatedの商標です。

SQTPは米国に於けるMicrochip Technology Incorporatedの役務標章です。

Adaptecﾛｺﾞ、Frequency on Demand、Silicon Storage Technology、Symmcomは他の国に於けるMicrochip Technology Inc.の登録商
標です。

GestICは他の国に於けるMicrochip Technology Inc.の子会社であるMicrochip Technology Germany II GmbH & Co. KGの登録商
標です。

ここで言及した以外の全ての商標はそれら各々の会社の所有物です。

© 2020年、Microchip Technology Incorporated、米国印刷、不許複製

品質管理ｼｽﾃﾑ

Microchipの品質管理ｼｽﾃﾑに関する情報についてはwww.microchip.com/qualityを訪ねてください。

日本語© HERO 2020.

本応用記述はMicrochipのAN3456応用記述(DS00003456B-2020年7月)の翻訳日本語版です。日本語では不自然となる重複する形
容表現は省略されている場合があります。日本語では難解となる表現は大幅に意訳されている部分もあります。必要に応じて一部加
筆されています。頁割の変更により、原本より頁数が少なくなっています。

必要と思われる部分には( )内に英語表記や略称などを残す形で表記しています。

青字の部分はﾘﾝｸとなっています。一般的に赤字の0,1は論理0,1を表します。その他の赤字は重要な部分を表します。

http://www.microchip.com/quality
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Tel: 886-7-213-7830

台湾 - 台北
Tel: 886-2-2508-8600

ﾀｲ - ﾊﾞﾝｺｸ
Tel: 66-2-694-1351

ﾍﾞﾄﾅﾑ - ﾎｰﾁﾐﾝ
Tel: 84-28-5448-2100

ｵｰｽﾄﾘｱ - ｳﾞｪﾙｽ
Tel: 43-7242-2244-39
Fax: 43-7242-2244-393

ﾃﾞﾝﾏｰｸ - ｺﾍﾟﾝﾊｰｹﾞﾝ
Tel: 45-4485-5910
Fax: 45-4485-2829

ﾌｨﾝﾗﾝﾄﾞ - ｴｽﾎﾟｰ
Tel: 358-9-4520-820

ﾌﾗﾝｽ - ﾊﾟﾘ
Tel: 33-1-69-53-63-20
Fax: 33-1-69-30-90-79

ﾄﾞｲﾂ - ｶﾞﾙﾋﾝｸﾞ
Tel: 49-8931-9700

ﾄﾞｲﾂ - ﾊｰﾝ
Tel: 49-2129-3766400

ﾄﾞｲﾂ - ﾊｲﾙﾌﾞﾛﾝ
Tel: 49-7131-72400

ﾄﾞｲﾂ - ｶｰﾙｽﾙｰｴ
Tel: 49-721-625370

ﾄﾞｲﾂ - ﾐｭﾝﾍﾝ
Tel: 49-89-627-144-0
Fax: 49-89-627-144-44

ﾄﾞｲﾂ - ﾛｰｾﾞﾝﾊｲﾑ
Tel: 49-8031-354-560

ｲｽﾗｴﾙ - ﾗｰﾅﾅ
Tel: 972-9-744-7705

ｲﾀﾘｱ - ﾐﾗﾉ
Tel: 39-0331-742611
Fax: 39-0331-466781

ｲﾀﾘｱ - ﾊﾟﾄﾞﾊﾞ
Tel: 39-049-7625286

ｵﾗﾝﾀﾞ - ﾃﾞﾙｰﾈﾝ
Tel: 31-416-690399
Fax: 31-416-690340

ﾉﾙｳｪｰ - ﾄﾛﾝﾊｲﾑ
Tel: 47-72884388

ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ - ﾜﾙｼｬﾜ
Tel: 48-22-3325737

ﾙｰﾏﾆｱ - ﾌﾞｶﾚｽﾄ
Tel: 40-21-407-87-50

ｽﾍﾟｲﾝ - ﾏﾄﾞﾘｰﾄﾞ
Tel: 34-91-708-08-90
Fax: 34-91-708-08-91

ｽｳｪｰﾃﾞﾝ - ｲｪｰﾃﾎﾞﾘ
Tel: 46-31-704-60-40

ｽｳｪｰﾃﾞﾝ - ｽﾄｯｸﾎﾙﾑ
Tel: 46-8-5090-4654

ｲｷﾞﾘｽ - ｳｫｰｷﾝｶﾞﾑ
Tel: 44-118-921-5800
Fax: 44-118-921-5820

http://www.microchip.com/support
http://www.microchip.com/
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